
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 樹木のふしぎや仕組みを学ぶことができ、季節それぞれの自然の変化を感じ取る活動

です。樹木に関する問題や環境を考える問題が自然の家の敷地内に設置されており、班

のなかまと問題カードみて自分たちで答えを探しにいきます。時には体を動かしたり、

道具を使ったりしながら問題を解いていく楽しい内容です。この活動は年間を通してす

ることができ、雨天でも実施可能です。 

活 動 場 所 自然の家周辺 
自然の家に 

あるもの 

チェックカード、探検バッグ（最

大５０個）、双眼鏡 

所 要 時 間 １時間程度 
利用者で 

用意するもの 

探検バッグ（５０個以上必要な場

合） 

人 数 

１００名程度 

（５人前後のグルー

プを作る） 

活動時の服装 帽子(晴天時) 



もり森クイズラリー 

自然にかんするクイズがどこかにかくされているよ！クイズの中にはむずかしいもの

もあるので、友だちと協力してといてみよう！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とくに大切なこと 
 

①班で活動をしましょう。ばらばらでは活動しません。 

②上の地図で、色のついていない所は行きません。 

③ヘビ、ハチ、ヒルなどに注意しましょう。 

児童用ページ 

▲ストラップを首にかけましょう。 

☆ここを回してピントを合わせます。 

▲太陽はぜったい見ません。 

そうがんきょうの使い方 

色のついているところにしか問題はありません。 

あど川 

橋 

ファイア場 

実しゅうとう 

ゲート 



１.学習内容 

めざすもの（評価） 関連教科 学び（単元） 

・葛川にある植物について探したり、さわ

ったりする中で、植物の特徴や違いについ

て着目し、それらを関係付けさせて調べる。

活動を通しながら植物を観察する知識や技

能をつけることができる。 

理科 

４年「あたたかくなると」 

「暑くなると」 

「すずしくなると」 

「寒くなると」 

・自然災害に対し、様々な協力をして対処

してきたことや、今後想定される災害に対

し、様々な備えをしていることを理解する。 

社会 

４年「田上山の砂防」 

  「水害をふせぐ努力とわ

たしたちのくらし」 

 

２.ポイント 

ア）活動前 

・指導者の立ち位置を事前に決めておくこと。瀬の音付近のゲートには必ず指導者が立

つこと。 

・熱中症防止のため、帽子等をかぶること。 

・ しおりに解答記入用紙を挟むと活動がスムーズになる。 

・ 探検バックは最大５０個貸し出し可能。それ以上必要な場合は、持参すること。 

 

イ）活動中 

・問題をはやく終わらせることが目的ではなく、じっくりと班で考え、正解を導き出す

ように指導する。 

・双眼鏡観察するポイントは、砂防や倒木をしっかり見るよう指導する。 

・ 小雨の時や雨上がりは枕木広場が滑りやすくなる。走らないように指導する。 

・熱中症防止のため、随時水分補給を促すこと。 

・ 答え合わせの支援が必要であれば所員に相談すること。 

 

ウ）活動後 

・ 問題カードや探検バッグは回収して南玄関付近に集める。 

・事後学習で振り返りをしたり、調べ学習をしたりして自分の住んでいる地域と葛川を

比較すると学びが深まる。 

 

３.安全対策について 

 

 

 



班に配布する解答記入用紙 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答 



 
 

 
 

 
 

 

 

 

班に配布する問題カード 



 
 

 


